
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

主体的に学び続ける 

子どもの育成 
 

～ 子ども一人ひとりが主語になる授業の構築を目指して ～ 

研究発表会のご案内（最終案内） 

 

令和８年９月吉日 各教育委員会教育長様 
各 校 ・ 園 長  様 
関   係   各   位 

目黒区教育委員会教育長 高橋 和人 
目黒区立烏森小学校長 丸山 智子 

 

私たちと一緒に 

“子ども一人ひとりが主語になる授業”を 

考えてみませんか？ 

１１/６ 金 

令和８年 

１３：３０-１６：25 

13：10 より 

受付開始 

 
令和元年度～令和８年度 文部科学省研究開発学校 

令和７・８年度 東京都教育委員会デジタルを活用したこれからの学び実践校 

 

目黒区立烏森小学校   Access  ：〒153-0051 東京都目黒区上目黒 3 丁目３7 番 27 号  
最寄り駅 ：東急東横線・東京メトロ日比谷線 中目黒駅 徒歩 10 分  | Tel : 03 （ 3719 ） 1794 | 問い合わせ：副校長 伊藤 玲奈 

＼ 烏森小ウェブサイト／ 

複

線
型の授業を

提
案します複

線型の授業を

低学年では 

どのように 

取り組んでいるの？ 

デジタルで 

授業や学びが 

どう変わるの？ 

「柔軟な教育課程」で 

どのようなことが 

実現できるの？ 

 



 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

15:15 

| 

16:20 

全体会 

研究発表 
 

鼎談 
TEIDAN 

鼎談 TEIDAN テーマ 

 主体的に学び続ける子どもの育成を目指して 

～自己調整の力を育むために～  

★各教科の講師の先生方にご登壇いただきます。 

 

14:25 

| 

15:05 

分科会 

発表 

協議 

指導講評 

 

大妻女子大学 
教 授 

樺山敏郎先生 

 

白百合女子大学 
教 授 

中田正弘先生 

教 授 

髙木正之先生 

国語分科会 社会分科会 理科分科会 

 
講 
 
師 

 

●当日の参加もできますが、準備の都合上、右記二次元コードより事前申し込みと参加を希望される分科会の登録をお願いします。 

13:10 受付開始 

16:25 

 

終了予定 

13:30 

| 

14:10 

公開授業 

年-組 教科 単元名 場面 

1-1 国語 
せつめいする文しょうをかこう 

「じどう車くらべ」 
終末 

2-1 国語 
自分とくらべて読み、とうじょうじんぶつに手紙を書こう 

「お手紙」 
展開 

2-2 国語 
自分とくらべて読み、とうじょうじんぶつに手紙を書こう 

「お手紙」
終末 

3-1 国語 
「三年とうげ」

導入 

3-2 理科 じしゃくのふしぎ 終末 

4-1 理科 電池のはたらき 導入 

4-2 社会 
とどけよう命の水 

～玉川兄弟と玉川上水の開発～ 
展開 

5-1 社会 
くらしと産業を変える 

～情報通信技術～ 
終末 

5-2 理科 ふりこの性質 展開 

6-1 国語 
「イーハトーブの夢」「やまなし」 

終末 

6-2 社会 近代国家を目ざして 展開 

6-3 理科 てこのはたらき 終末 

 

●「子ども一人ひとりが主語になる授業」の実現を目指し、３年間にわたり複線型の授業を 
軸とした授業改善に取り組んできました。公開授業では、子どもが学び方を選び、自ら学び 
を進める姿と、その学びを支える教師のかかわりや手だてを、これまでの研究成果とともに 
ご覧いただきます。 

 

 
schedule 

                                  展 開                         導 入        

v    

     終 末          

v    

 
烏森の複線型 

★複線型の流れ 

●子ども一人ひとりの学びを最大限に引き出し、学習のねらいを達成するために、一斉指導と 
複線型の学習過程を効果的に組み合わせて単元全体をデザインすることを重視しています。 

 場面  

  

学
習
の
ね
ら
い 

課
題
設
定 他者 

参照 

交流 
支援 

協働 

協働 

 
 

解 

決
・
完 

成 

交流 

他者 
参照 

支援 

支援 

個 

別 

探 

究 

問いの重要性    

v    

一人一課題で進めていく 

 

まとめは教師主導ではなく 

子どもたちで 

v 

＼ 申し込みはこちらから ／ 


